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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月10日(2015.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のポートと第２のポートとを有するデュアルポートメモリを動作させる方法であっ
て、該デュアルポートメモリは、単一ポートメモリ要素のアレイを含み、該方法は、
　該第１のポートにおいて、第１のメモリアクセス要求と、関連付けられた第１のクロッ
ク信号とを受信することと、
　該第２のポートにおいて、第２のメモリアクセス要求と、関連付けられた第２のクロッ
ク信号とを受信することと、
　制御回路を用いて該第２のクロック信号の立ち上りクロックエッジを検出することに応
答して、第３のクロック信号を生成し、かつ該第２のメモリアクセス要求にサービスを提
供することと、
　該第２のメモリアクセス要求がサービスを提供されている間に、該第３のクロック信号
を用いて該第１のメモリアクセス要求をサンプリングすることと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記第３のクロック信号を用いて前記第１のメモリアクセス要求をサンプリングするこ
とは、少なくとも２つの直列接続されたラッチを用いて該第３のクロック信号の立ち上り
および立ち下りクロックエッジの時に該第１のメモリアクセス要求をサンプリングするこ
とを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のメモリアクセス要求をバッファー回路内に格納することをさらに含み、該バ
ッファー回路は、前記少なくとも２つの直列接続されたラッチから制御信号を受信するよ
うに動作可能である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記バッファー回路を用いて前記第３のクロック信号を受信することをさらに含む、請
求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記デュアルポートメモリは、多重化回路を含み、該多重化回路は、前記少なくとも２
つの直列接続されたラッチを介して前記第１のメモリアクセス要求を受信するように動作
可能な第１の入力と、前記第２のメモリアクセス要求を受信するように動作可能な第２の
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入力と、前記制御回路から制御信号を受信するように動作可能な制御入力とを有する、請
求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のメモリアクセス要求をバッファー回路内に格納することをさらに含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記制御回路を用いて前記第２のクロック信号の前記立ち上りクロックエッジを検出す
ることに応答して、前記単一ポートメモリ要素のアレイへのアクセスを制御するための第
４のクロック信号を生成することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のメモリアクセス要求が遂行されることに応答して、前記制御回路を用いて該
第２のメモリアクセス要求の完了を表す制御信号を受信することと、
　該制御回路を用いて該制御信号を受信することに応答して、前記第１のメモリアクセス
要求にサービスを提供することと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　第１のポートと第２のポートとを有するデュアルポートメモリを動作させる方法であっ
て、該デュアルポートメモリは、単一ポートメモリ要素のアレイを含み、該方法は、
　該第１のポートにおいて、第１のメモリアクセス要求と、関連付けられた第１のクロッ
ク信号とを受信することと、
　該第２のポートにおいて、第２のメモリアクセス要求と、関連付けられた第２のクロッ
ク信号とを受信することと、
　該第１のクロック信号が上昇することに応答して、該第１のメモリアクセス要求をバッ
ファー内に一時的に格納することと、
　制御回路を用いて該第２のクロック信号の立ち上りクロックエッジを検出することに応
答して、該第１のメモリアクセス要求が該バッファー内に格納されている間に、該第２の
メモリアクセス要求にサービスを提供することと
　を含む、方法。
【請求項１０】
　前記第２のクロック信号の前記立ち上りクロックエッジを検出することに応答して、前
記制御回路を用いて第３のクロック信号をトリガーすることをさらに含む、請求項９に記
載の方法。
【請求項１１】
　同期化回路を用いて前記第３のクロック信号を受信することであって、該同期化回路は
、少なくとも２つのラッチを含む、ことと、
　前記バッファーを用いて該第３のクロック信号を受信することと
　をさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも２つのラッチは、前記第３のクロック信号の立ち上りクロックエッジの
時にデータをラッチするように構成された正エッジトリガー型ラッチと、該第３のクロッ
ク信号の立ち下りクロックエッジの時にデータをラッチするように構成された負エッジト
リガー型ラッチと含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記バッファーを用いて前記同期化回路から制御信号を受信することをさらに含む、請
求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記同期化回路を用いて前記第１のメモリアクセス要求をラッチすることと、
　該第１のメモリアクセス要求が該同期化回路を用いてラッチされた後に、該第１のメモ
リアクセス要求を前記バッファーから除去することと
　をさらに含む、請求項１１に記載の方法。
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【請求項１５】
　前記バッファーは、ファーストインファーストアウト回路を含む、請求項９に記載の方
法。
【請求項１６】
　第１のポートと第２のポートとを有するデュアルポートメモリであって、該デュアルポ
ートメモリは、
　単一ポートメモリ要素のアレイと、
　第１のメモリアクセス要求と、該第１のポートに関連付けられた第１のクロック信号と
を受信するように動作可能な第１の入力ラッチと、
　第２のメモリアクセス要求と、該第２のポートに関連付けられた第２のクロック信号と
を受信するように動作可能な第２の入力ラッチであって、該第２のクロック信号は、該第
１のクロック信号と異なる、第２の入力ラッチと、
　該第１のクロック信号を受信せず、該第２のクロック信号を受信するように動作可能な
制御回路であって、該制御回路は、該第１のメモリアクセス要求および該第２のメモリア
クセス要求のうちのいずれが遂行のために選択されるべきであるかを決定する制御信号を
生成するようにさらに動作可能である、制御回路と、
　該第１の入力ラッチから該第１のメモリアクセス要求を受信するように動作可能な第１
の入力と、該第２の入力ラッチから該第２のメモリアクセス要求を受信するように動作可
能な第２の入力と、該制御回路から該制御信号を受信するように動作可能な制御入力とを
有する多重化回路と
　を含む、デュアルポートメモリ。
【請求項１７】
　前記第１の入力ラッチと前記多重化回路の前記第１の入力との間に連結されたバッファ
ーをさらに含む、請求項１６に記載のデュアルポートメモリ。
【請求項１８】
　前記バッファーと前記多重化回路の前記第１の入力との間に連結された正エッジトリガ
ー型ラッチおよび負エッジトリガー型ラッチをさらに含む、請求項１７に記載のデュアル
ポートメモリ。
【請求項１９】
　前記バッファーは、ファーストインファーストアウト回路を含む、請求項１７に記載の
デュアルポートメモリ。
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